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南
越
谷
地
区
ク
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル

環
境
・
衛
生
部
会
担
当
　
１
月
17
日
㈰

　
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
環

境
・
衛
生
部
会
が
南
越
谷
地
区
内
の

ク
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
部
会
員
12
名
で
地
区
セ
ン
タ
ー
を

出
発
し
、
第
一
出
羽
堀
・
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
を
中
心
に
、
蒲
生
駅
、
新
越

谷
駅
を
回
り
、
地
区
セ
ン
タ
ー
に
戻

る
コ
ー
ス
を
約
２
時
間
か
け
て
ゴ
ミ

を
拾
い
、
一
輪

車
い
っ
ぱ
い
収

集
し
ま
し
た
。

　
環
境
・
衛
生

部
会
で
は
来
年

度
以
降
の
事
業

と
し
て
実
施
を

検
討
し
て
い
ま

す
。       

Ｍ
・
Ｔ

　
県
内
60
市
町
村
か
ら
団
体
4
8
0

名
が
20
ブ
ロ
ッ
ク
、
個
人
1
2
0
名

が
20
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
予
選

リ
ー
グ
を
戦
い
ま
し
た
。
越
谷
市
か

ら
は
団
体
３
チ
ー
ム
、
個
人
２
名
が

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
勝
ち
上
が
り

ま
し
た
。
優
勝
は
、
団
体
･
個
人
戦

と
も
入
間
市
で
し
た
。

　
終
了
後
、
選
手
た
ち
は
来
年
こ
そ

は
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。
　  

Ｔ
・
Ｉ

　
平
成
26
年
度
越
谷
市
の
振
り
込
め

詐
欺
被
害
は
被
害
件
数
44
件
、
被
害

金
額
約
1
億
３
５
０
０
万
円
と
過
去

最
高
で
し
た
。

　
被
害
に
あ
っ
た
方
は
7
割
が
女
性
、

９
割
以
上
が
60
歳
以
上
で
す
。
現
金

を
直
接
手
渡
す
「
現
金
手
渡
し
型
」

が
最
も
多
く
、
次
に
保
険
料
等
の
払

い
戻
し
を
口
実
に

A
T
M
に
誘
導
し
振

り
込
ま
せ
る
「
還
付

金
詐
欺
」
が
急
増
し

て
い
ま
す
。
被
害
防

止
に
は
留
守
番
電
話

の
設
定
が
有
効
で
す
。

　
次
に
、
越
谷
市
の
平
成
26
年
度
交

通
事
故
に
よ
る
人
身
事
故
１
５
３
５

件
（
内
65
歳
以
上
２
６
６
件
）
で
死

亡
者
は
７
名
、
内
65
歳
以
上
が
３
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
を
起

こ
す
原
因
は
周
囲
の
安
全
不
確
認
に

よ
る
も
の
が
主
で
す
。

【
高
齢
者
の
安
全
通
行
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
背
筋
を
伸
ば
し
、

ま
わ
り
を
よ
く
見

て
歩
く

②
前
か
が
み
に
な
ら

ず
、
視
界
を
広
く

全
体
を
見
渡
す

③
ル
ー
ル
守
っ
て
自
転
車
安
全
運
転

Ｔ
・
Ｎ

　
越
谷
市
環
境
資
源
課
減
量
リ
サ
イ

ク
ル
担
当
よ
り
廃
棄
物
減
量
等
推
進

に
関
す
る
説
明
会
が
あ
り
、
各
自
治

会
の
推
進
員
が
出
席
し
分
別
収
集
状

況
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
と
し
て
３
Ｒ
推
進
団
体

連
絡
会
の
鬼
沢
良
子
講
師
に
よ
る

「
リ
サ
イ
ク
ル
講
演
」
が
あ
り
、
リ

サ
イ
ク
ル
は
〝
家
庭
ご
み
を
資
源
と

す
る
習
慣
づ
く
り
〞
が
基
本
で
あ
る

事
を
主
体
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

【
分
別
収
集
状
況
の
報
告
】

①
推
進
員
の
尽
力
に
よ
り
ご
み
集
積

所
は
良
い
状
態
に
維
持
さ
れ
、
確

実
に
分
別
、
資
源
化
が
徹
底
さ
れ

て
い
る
。

②
推
進
員
の
役
割
・
活
動
を
再
確
認

し
た
。

③
ご
み
排
出
量

状
況
報
告
。

越
谷
市
民
の

ご
み
排
出
量

に
関
す
る
意

識
が
高
い
。

④
４
月
よ
り
環

境
資
源
課
が

リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
に

移
動
す
る
。

Ｔ
・
Ｎ

〜
災
害
は
必
ず
来
る
／
ま
ず
町
内
の
自
助
・
共
助
か
ら
〜

〜
初
め
て
の
試
み
〜

廃
棄
物
減
量
等
推
進
説
明
会

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
　
１
月
29
日
㈭

〜
家
庭
ご
み
を
資
源
に
す
る
習
慣
づ
く
り
〜

〜
越
谷
市
の
現
状
〜

　
今
回
の
総
合
防
災
訓
練
は
、
南
越

谷
小
学
校
体
育
館
を
主
会
場
に
雨
天

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
９
時
、
大
規
模
地
震
が
発
生

し
た
と
い
う
想
定
で
防
災
訓
練
が
開

始
さ
れ
、
各
自
治
会
の
参
加
住
民
は

自
治
会
内
の
一
時
避
難
場
所
に
集
ま

り
、
訓
練
内
容
や
避
難
人
数
を
確
認

し
た
後
、
総
合
防
災
訓
練
場
所
で
あ

る
南
越
谷
小
学
校
の
体
育
館
に
集
合

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
25
自
治
会
５
７
７
名
。

富
士
中
学
校
か
ら
は
、
初
め
て
サ
ッ

カ
ー
部
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
を
中
心

に
36
名
の
生
徒
と
先
生
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
訓
練
開
始
に
あ
た
っ
て
、
白
井
俊

市
コ
ミ
協
会
長
、
髙
崎
茂
自
治
会
連

合
会
会
長
よ
り
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、

来
賓
の
高
橋
努
越
谷
市
長
か
ら
「
行

政
は
で
き
る
だ
け
早
く
対
応
す
る
が
、

ま
ず
は
町
内
の
自
助
・
共
助
を
お
願

い
し
た
い
。
今
日
の
訓
練
で
一
つ
で

も
習
得
し
て
災
害
発
生
時
に
役
立
つ

よ
う
に
」
と
訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
竹
竿
と
毛
布
を
使
っ

た
簡
易
担
架
の
作
り
方
と
三
角
巾
を

使
っ
た
「
応
急
救
護
訓
練
」。
引
き
続

き
、
過
去
の
大
災
害
の
被
害
状
況
や

対
策
を
収
録
し
た
「
防
災
啓
発
ビ
デ

オ
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。
越
谷
市
消

防
本
部
大
塚
東
一
署
長
か
ら
は
、
災

害
時
の
事
例
や
今
後
の
対
策
と
し
て

「
災
害
は
必
ず
来
る
、
と
い
う
気
持
ち

で
対
策
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
講

評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
区
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
、
炊
き

出
し
訓
練
を
行
い
、
富
士
中
の
男
子

生
徒
は
コ
ミ
協
会
員
か
ら
教
わ
り
な

が
ら
、
か
ま
ど
の
準
備
や
ま
き
で
火

を
起
こ
す
体
験
と
非
常
食
運
搬
、
ま

た
女
子
生
徒
は
調
理
に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
地
区
の
防
災
を
担

う
若
者
が
頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
す
い
と
ん
」
や
「
ア

ル
フ
ァ
米
ご
は
ん
」
を
試
食
し
、
非

常
食
を
受
け
取
り
散
会
し
ま
し
た
。Ｓ

・
Ｋ

　
南
越
谷
小
学
校
で
は
、
授
業
の
一

環
と
し
て
１
年
生
の
児
童
を
対
象
に

「
昔
遊
び
」
で
１
人
２
種
目
を
体
験

し
ま
し
た
。
紙
飛
行
機
、
コ
マ
回
し
、

ゴ
ム
鉄
砲
、
け
ん
玉
、
竹
ト
ン
ボ
、

お
手
玉
、
あ
や
と
り
、
羽
根
つ
き
、

折
り
紙
を
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
28

名
が
先
生
と
な
っ
て
一
緒
に
遊
び
ま

し
た
。
コ
ミ
協
の
福
祉
部
会
員
10
名

も
得
意
な
種
目
に
参
加
し
ま
し
た
。

　「
難
し
い
け
ど
で
き
る
と
楽
し
い
」

と
話
し
か
け
る
子
も
い
ま
し
た
。
夢

中
に
な
っ
て
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
、

時
代
が
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
昔

遊
び
の
力
を
感
じ
ま
し
た
。
先
生
た

ち
は
、「
ま
た
遊
ぼ
う
ね
」
と
子
ど
も

た
ち
を
笑
顔
で
見
送
り
ま
し
た
。〝
昔

遊
び
〞
を
通
し

て
、
子
ど
も
た

ち
が
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
た
１
日

で
し
た
。Ｅ

・
Ｅ

振
り
込
め
詐
欺
・
交
通
事
故
に
ご
注
意

県
立
武
道
館
　
３
月
８
日
㈰

　
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
　
１
月
23
日
㈮

昔
遊
び

第
33
回 

彩
の
国
21
世
紀

郷
土
か
る
た
大
会

12
月
15
日
㈰

第
20
回 

南
越
谷
地
区
総
合
防
災
訓
練

３
月
８
日
㈰

南
越
谷
小
学
校
体
育
館
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コミュニティ南越谷コミュニティ南越谷

●南越谷地区コミュニティ推進協議会　総会
　５月14日㈭　午後７時　南越谷地区センター

●
南
越
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　推
進
協

　議
会
総
会

　
５
月
14
日
㈭
　
午
後
７
時

　
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

　
※
予
備
日
9
月
28
日
㈰

●
ま
ち
づ
く
り
研
修
会
（
コ
ミ
協

主
催
）

　
9
月
27
日
㈯
　
埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン

タ
ー

●
防
災
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
コ
ミ
協
主

催
）

　
10
月
５
日
㈰
　
南
越
谷
地
区
内
コ
ー

ス●
高
齢
者
の
社
会
科
見
学
（
コ
ミ
協

主
催
）

　
10
月
21
日
㈫
　
エ
フ
ピ
コ
関
東
リ
サ
イ
ク
ル

工
場
他

●
市
民
体
育
祭
中
央
大
会

ポリオワクチン／7,707人分
CO2発生削減／48,560Kgでした。

　今回も多くの記事を掲載することができ
ました。ご意見や「まちの話題」がござい
ましたらお寄せください。　　　　　 Ｓ・Ｈ

お知らせ
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
!

＊＊＊

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

主
催
　
南
越
谷
小
学
校

主
催
　
越
谷
市
環
境
資
源
課

団体　杉の子（南越谷地区）ベスト16個人戦　小林千奈（増林地区）第３位

期間：H19.12.1～ H27.3.13

累計で6,311,715個

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

回
収
報
告

●
南
越
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　推
進
協
議
会

　総
会

　
５
月
14
日
㈭
　
午
後
７
時

　
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

　今回も多くの記事を
掲載することができま
した。「まちの話題」が
ございまし
たらお知ら
せください。

Ｓ・Ｈ

お
知
ら
せ

留
守
番
電
話
設
定
が
詐
欺
対
策
に
有
効

P01 P02



パトロール前の高橋努越谷市長挨拶

▲
ふ
れ
あ
い
環
境

フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て

大型展示パネル

仲間との輪!

南
越
谷
地
区
成
人
式

富
士
中
学
校
体
育
館
　
１
月
11
日
㈰

南
越
谷
地
区

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

創
立
40
周
年
記
念
式
典

南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
　
２
月
21
日
㈯

第
３
回 

地
域
懇
談
会

南
越
谷
小
学
校
研
修
室
　
３
月
４
日
㈬

南越小5年生の
長谷川鉄太くんの作品を使用

１
月
24
日
㈯

主
催
　
協
働
フ
ェ
ス
タ
実
行
員
会

越
谷
市
中
央
市
民
会
館

３
月
５
日
㈬

主
催 

□

　
今
回
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、
希

望
す
る
18
自
治
会
に
20
ポ
ッ
ト
の
花

苗
を
配
布
し
、
地
区
内
の
緑
化
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
雨
模
様
の
中
、
朝
９
時
か
ら
自
治

会
の
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

色
と
り
ど
り
の
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ

の
花
苗
を
持
ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　
配
布
終
了
後
、
環
境
・
衛
生
部
会

員
で
昨
年
の
11
月「
鳩
ケ
谷
別
府
線
」

に
植
え
て
空
い
た
と
こ
ろ
に
追
加
・

整
備
し
ま
し
た
。
　
　
　
　  

Ｔ
・
Ｎ

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
地
区

自
治
会
長
を
は
じ
め
小
・
中
学
校
の

恩
師
を
来
賓
に
迎
え
、
保
護
者
の

方
々
も
多
数
列
席
さ
れ
、
平
成
26
年

度
南
越
谷
地
区
成
人
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
南
越
谷
地
区
の
対
象
者
３

４
４
名
、
出
席
し
た
新
成
人
２
５
５

名
で
し
た
。

　
式
典
は
、
新
成
人
一
色
真
理
子
さ

ん
の
司
会
で
進
行
。
飯
島
孝
子
実
行

委
員
長
、
高
橋
努
越
谷
市
長
、
越
谷

市
議
会
議
長
よ
り
「
皆
さ
ん
の
柔
軟

な
発
想
、
み
な
ぎ
る
情
熱
、
果
敢
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
大
き
く
羽
ば
た

い
て
く
だ
さ

い
」「
社
会
人

と
し
て
の
自

覚
、
自
立
の
精

神
を
も
っ
て
く

だ
さ
い
」
等
お

祝
い
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
答
え

　
協
働
フ
ェ
ス
タ
と
同
日
に
越
谷
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
事
業
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
江
守
豊
越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
会
長
と
高
橋
努
越
谷
市
長

に
よ
る
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
、
基
調

講
演
で
は
「
み
ん
な
の
工
夫
と
笑
顔

で
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
城

西
国
際
大
学
福
祉
総
合
学
部
教
授
の

羽
崎
泰
男
氏
に
よ
る
〝
鬼
ご
っ
こ
・

ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
普
及
活
動
を
通

し
て
地
域
の
活
性
化
〞
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
越
谷
市
コ
ミ
協
の
事
業
報

告
で
は
桜
井
地
区
に
よ
る
「
ふ
れ
あ

い
環
境
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
」
と
大

　
南
越
谷
小
学
校
と
地
域
の
関
連
団

体
「
自
治
会
会
長
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
下
校
見
守
り
団
体
、
地
区

子
育
連
、
学
校
評
議
員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
」

の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
て
の
懇
談

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
片
平
校
長
よ
り
南
越
谷
小

学
校
の
現
状
説
明
が
あ
り
、
次
に
小

野
寺
教
頭
よ
り
画
面
を
使
っ
て
学
校

の
取
り
組
み
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
引
き
続
き
学
校
職
員
に
よ
る

学
校
自
己
評
価
と
保
護
者
に
よ
る
各

種
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
出
席
者
の
自
己
紹
介
と

前
記
説
明
や
自
身
が
日
頃
感
じ
て
い

る
〝
挨
拶
・
交
通
安
全
・
携
帯
電
話
〞

な
ど
に
つ
い
て
意
見
や
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。
マ
ン
モ
ス
校
な
が
ら
も
学

校
の
教
育
方
針
に
沿
っ
た
安
全
教
育

と
地
域
の
つ
な
が
り
を
感
じ
た
懇
談

会
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　  

Ｓ
・
Ｈ

　「
あ
な
た
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
今
年
の
テ
ー
マ
に
市
内
で
活
動
す

る
市
民
団
体
･
地
域
活
動
団
体
・
行

政
・
企
業
77
団
体
が
一
堂
に
会
し
て

活
動
の
展
示
や
体
験
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　
コ
ミ
協
で
は
、
南
越
地
区
コ
ミ
協

の
他
７
地
区
が
大
パ
ネ
ル
で
地
区
の

催
し
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
館
内
で
は
ギ
タ
ー
な
ど
の
楽

器
で
昭
和
の
青
春
歌
謡
を
歌
っ
た

り
、
越
谷
の
田

園
風
景
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
越

谷
民
謡
が
披
露

さ
れ
て
い
ま
し

た
。
前
庭
の
模

擬
店
で
は
お
菓

子
、
飲
み
物
や

〝
大
き
な
お
世

　「
や
さ
し
い
と
い
わ
れ
る
越
谷
に

思
い
や
り
」
を
趣
旨
に
開
催
さ
れ
た

道
徳
教
育
実
践
発
表
会
に
お
い
て
、

越
谷
市
内
４
団
体
が〝
や
さ
し
さ
賞
〞

を
受
賞
し
、
実
践
発
表
を
行
い
ま
し

た
。

　
南
越
谷
地
区
か
ら
は
２
団
体
が
表

彰
さ
れ
、
瓦
曽
根
三
丁
目
の
「
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
い
っ
ぷ
く
亭
」
は
、
寸

劇
な
ど
を
通
し
て
地
域
の
高
齢
者
の

た
め
に
日
々
の
生
活
の
注
意
な
ど
を

学
ぶ
場
を
つ
く
る
活
動
を
、「
蒲
生

茜
町
見
守
り
隊
」
は
、
毎
日
の
児
童

の
登
下
校
を
見
守
り
、
地
域
全
体
の

交
通
安
全
や
不
審
者
な
ど
に
よ
る
事

故
を
防
ぎ
、
安
心
・
安
全
な
町
づ
く

り
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
道
徳
教
育
推
進
園
・
推

進
校
の
実
践
発
表
及
び
「
や
さ
し
さ

や
思
い
や
り
を
育
む
道
徳
教
育
」
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。         

Ｓ
・
Ｋ

花
い
っ
ぱ
い
運
動

環
境
・
衛
生
部
会
担
当
　
３
月
1
日
㈰

〜
希
望
す
る
自
治
会
に
花
苗
を
配
布
〜

〜
大
き
く
羽
ば
た
け
新
成
人
〜

第
７
回 

協
働
フ
ェ
ス
タ

１
月
24
日
㈯

主
催 

越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
劇
場

第
１
回 

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

２
月
14
日
㈯

主
催 

越
谷
市
自
治
会
連
合
会
・
越
谷
市

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
劇
場

第
５
回 

自
治
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
地
域
の
課
題
は
み
ん
な
で
解
決
〜

主
催 

越
谷
市
道
徳
教
育
振
興
会
議

越
谷
市
教
育
委
員
会

越
谷
市
中
央
市
民
会
館
劇
場

２
月
17
日
㈫

越
谷
市
道
徳
教
育
実
践
発
表
会

〜
南
越
谷
地
区
２
団
体

　
　
　「
や
さ
し
さ
賞
」
受
賞
〜

　
越
谷
市
13
地
区
の
自
治
会
が
出
席

し
、
各
自
治
会
が
抱
え
る
課
題
に
つ

い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
高
橋
努
越
谷
市
長
の
挨
拶
後
、
第

一
部
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ネ
ッ
ト
中
部
支

社
黒
川
敬
制
作
事
業
部
長
よ
り
「
地

域
の
課
題
解
決
（
ご
近
所
の
底
力
か

ら
み
る
ま
ち
づ
く
り
）」
に
つ
い
て

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　〝
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
〞
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
問
題
点
を
解
決
し
て
い
く

こ
と
を
例
を
挙
げ
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
第
二
部
は
「
地
域
の
課
題
は
み
ん

な
で
解
決
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
黒

川
敬
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
、
大
里
自
治
会
、
蒲
生
旭
町
自
治

会
、
宮
前
自
治
会
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な

り
、「
高
齢
化
対
策
、役
員
の
高
齢
化
、

少
子
化
問
題
」
等
で
自
治
会
活
動
が

停
滞
し
て
い
る
こ
と
を
中
心
に
活
発

な
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
講
演
や
討
議
で
、
自

治
会
独
自
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
も

無
理
な
点
が
あ
り
、
近
隣
の
自
治
会

を
含
め
て
「
広
域
で
考
え
る
方
式
」

が
解
決
策
で
は
な
い
か
と
意
見
が
全

員
一
致
し
ま
し
た
。
　
　
　  

Ｔ
・
Ｎ

て
新
成
人
代
表
の
大
野
紗
也
加
さ
ん

よ
り
「
今
日
ま
で
多
く
の
恩
師
、
地

域
の
方
々
に
育
く
ま
れ
た
こ
と
を
感

謝
し
、
よ
り
良
い
日
本
を
つ
く
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
い

誓
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
来
賓
の
小
・
中
学
校
恩
師
紹
介
で

は
、
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。
式
典
後
、
新
成
人
実
行
委

員
に
よ
る
大
抽
選
会
で
盛
り
上
が

り
、
茶
話
会
で
は
恩
師
を
囲
み
仲
間

と
の
輪
が
で
き
、
時
間
を
忘
れ
る
ほ

ど
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。     

Ｔ
・
Ｎ

　
南
越
谷
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
は
創
立
40
周
年
を
迎
え
、
南

越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー
で
高
橋
努
越
谷

市
長
は
じ
め
小
学
校
校
長
、
自
治
会

な
ど
各
種
団
体
の
代
表
、
子
ど
も
た

ち
と
育
成
会
員
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
飯
島
孝
子
実
行
委
員
長
よ
り
主
催

者
の
挨
拶
が
あ
り
、
長
年
功
績
の

あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
南
越
地
区

少
年
野
球
連
盟
佐
藤
海
夫
会
長
よ
り

謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
祝
辞
で
は
、
高
橋
努
越
谷
市
長
、

髙
崎
茂
自
治
会
連
合
会
会
長
よ
り
創

立
40
周
年
を
た
た
え
る
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

　
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
よ
り

南
越
谷
・
出
羽
・
大
間
野
小
学
校
校

長
に
記
念
樹
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
40
周
年

実
行
委
員
の
紹
介
や
創
立
40
年
の
歩

み
等
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
の
拍

手
の
な
か
閉
会
し
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
南
越
谷
小
学
校
体
育
館

に
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
創
立
40

周
年
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
道
芸
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ゲ
ー
ム
な
ど
が
賑

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
　  

Ｔ
・
Ｎ

沢
地
区
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
マ
ス

タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　  

Ｎ
・
Ａ

話
な
べ
〞
の
「
け
ん
ち
ん
汁
」
な
ど

が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。    

Ｒ
・
Ｎ
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